
 
 
 

 

凍霜害による農作物被害状況について 

 

１ 趣 旨 

平成２５年４月２２日（月）に発生した凍霜害による農作物の被害状況について

現地調査を行うものです。 

 

２ 調査場所 

(1) 笹 賀    

ア りんご（山田利洲氏）園 

(2) 今 井    

ア りんご（山本英人氏）園   

イ な し（藤森ちづ子氏）園 

 

３ 気象の状況（アメダス） 

場   所 最 低 気 温 氷点下気温遭遇時間 

松本市沢村 －２．４℃ ８時間 

松本市今井 －５．５℃ ９時間 

４月２１日（日）２２時頃に気温は氷点下に達し、翌４月２２日（月）の７時頃

までの間、氷点下遭遇時間は９時間程度あったものと思われます。 

 

４ 松本市被害状況（４月２６日現在） 

品  目 
栽培面積 

（ｈａ） 

被害面積 

（ｈａ） 
被害程度 

被害見込額 

（千円） 

野菜類 

（アスパラ・

スイートコー

ンなど） 

１８３ １４ ３０％未満 ５，８２３ 

すいか ２５０ ２７ ５～２０％ ２６，８０３ 

りんご ５５５ ５２３ １５～５０％ ４７５，５２０ 

なし ３６ ３４ ５０％ ８０，２０１ 

もも １６ １３ ２０％ ８，７２３ 

ぶどう １２５ ４３ ５％ ４，３８７ 

合 計 １，１６５ ６５４  ６０１，４５７ 

 

経済環境委員委員会 
現地調査資料 

２５．５．１３ 

農 林 部 



 

【参考】 県内の被害は１６億４３２０万円で、松本地方が最多の９億７７６０万円 

     （５９％）を占有。 （県凍霜害被害状況報告） 

 

４ 発生からの県・市等の動向 

４月２３日（火） 農林部現地調査 

４月２５日（木） 県農業技術課長他が松本市・塩尻市・安曇野市を現地調査 

４月３０日（火） 日本共産党松本市議員団から農作物等災害緊急対策事業の実施

について農林部に緊急申し入れ 

５月 ６日（月） 市長今井地区を現地調査 

５月 ７日（火） 県議会農政林務委員会が松本市・塩尻市・安曇野市を現地調査

ＪＡ松本ハイランド及び三市が要望書を提出 

 

５ 今後の取組み 

（１）被害のあった作物の栽培管理等技術対策については、ＪＡを通じ農家への周知

徹底を図ります。 

（２）塩尻市、安曇野市及び関係ＪＡと連携を図りながら、被害農家に対する支援策

の検討を進めたいと考えています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

おしべ・めしべの褐変 
おしべ・めしべの褐変 

な し りんご 


